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この度、大阪府は、大阪府がん対策推進計画に墨つき、「がん医療の充実」を進める観  

点から、地域がん診療連携拠点病院として新たに4病院を追加推薦しましたが、先に提出  

した推薦意見書を補足します。  

1 大阪府が取り組むがん医療について  

大阪府は、平成20年8月に「大阪府がん対策推進計画」を策定し、「がん予防の推進」  

「がんの早期発見」「力〈ん医療の充実」に取り組むこととしました。   

がん医療の充実については、（D医療機関の連携・協力体制の整備、②集学的治療の推進、  

③緩和ケアの普及、④在宅医療体制の充実、⑤がん医療に関する相談支援・情報提供、⑥  

がん登録の充実等を施策に掲げていますが、し 

心となって推進するものです。がん診療連携拠点病院は大阪府のがん医療の充実を図る上  

で、まさに原動力となっています。   

危機的な財政状況にある大阪府は、本年度すべての事業をゼロベースで見直し、厳しい  

施策選択を行っています。そのため、平成20年度当初予算は異例の暫定予算を編成し、  

本格予算においては、事業の必要性、重要性、国・府・市町村の役割分担、緊急性の観点  

から厳しい事業選択を行い、編成したところです。   

新規事業の実施が極めて困難な中にあって、緩和ケアについては、府のがん医療を推進  

する上で重要課題として新たに取り組んでいるところであり、享年度、がん診療連携拠点  

病院の緩和ケアチームを対象とする指導能力向上のための研修を実施することとしました。  

これは、現在指定を受けているがん診療連携拠点病院だけでなく、府のがん医療を担う拠  

点病院として特定機能病院である大学病院の緩和ケアチームも対象に加えて実施する予定  

です。芋後、これら研修を受けた緩和ケアチームは、各医療圏の地域医療機関に対して「地  

土或緩和ケア研修」を実施してもらうこととしています。  

《参考》大阪府がん対策推進計画における個別目標  

○ すべてのがん診療連携拠点病院の緩和ケアチームは、府が実施する大阪府がん診   

療連携拠点病院緩和ケアチーム指導者研修（仮称）を受講することとします。  

○ がん診療連携拠点病院における、上記研修受講者は、5年以内に、各医療圏の地   

土或医療機関等に対して、「地域緩和ケア研修」を実施します。   

また、大阪府がん対策推進計画の策定過程におけるパブリックコメントにおいて、がん  

に関する相談支援や情報提供に関する意見が多数寄せられました。こうしたことも踏まえ、  

がんに関する相談支援や情報提供を充実することが重要であると認識したところであり、  

その充実を図ることとしています。  
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《参考》大阪府がん対策推進計画における個別目標  

○ 府は、すべての二次医療圏に、相談支援機能を5年以内に複数設置します。  

○ すべてのがん診療連携拠点病院はこ相談支援センターに、2年以内にがん対策情   

報センター研修修了相談員を配置することとします。  

○ すべての府指定拠点病院及びがん診療連携拠点病院は、診療機能や診療実績、専   

門的にがん診療を行う医師及び臨床試験（治験）の実施状況に関する情報等、がん   

診療に関する情報の公開をさらに充実させることとします。  

○ すべてのがん診療連携拠点病院は、がん診療に関する情報を共有するとともに、   

公開できる体制を整備することとします。  

○ 府はがんに関する情報を掲載したパンフレット等を、すべてのがん患者及びその   

家族が、容易に入手できるようにします。   

このように、大阪府のがん医療を進めるにあたり、緩和ケア、相談支援や情報提供を重  

視した取組みを進めていきたいと考えています。  

2 二次医療圏における複数指定について   

大阪府の各二次医療圏ごとの人口は非常に多く、それぞれ1つの県に相当する規模とな  

っています（表1参照）。がん医療の均てん化の考え方からすると、がん診療連携拠点病院  

を二次医療圏に1箇所の指定とすることでは大阪府民ががん医療の提供を含むがん診療連  

携拠点病院のサービスを十分に受けているとは言えないと考えます。   

また、各がん診療連携拠点病院は、人口規模に応じた多数の医療スタッフ・病床を存す  

るわけでなく一定数に限りがあるため、病病連携や病診連携、症例相談や診断依頼、共同  

診療計画の作成や、特に府が重視したい緩和ケア研修や相談支援・情報提供についても、  

十分量のサービスを提供できているとは言えないと考えます。  

（1）緩和ケア   

大阪府がん対策推進計画では、国の目標と同様、5年間ですべてのがん診療に携わる医  

師を対象に緩和ケア研修を実施することとしています。   

がん診療連携拠点病院は、圏域内のがん診療に携わる医師を対象に、この緩和ケア研修  

などを行うことになっていますが、大阪府内のがん診療に携わる医師は少なくとも1万人  

と推測され、5年間で行うには、現在の11病院をさらに増やす必要があると考えていま  

す。  

（2）相談支援、情報提供   

さらに、がん診療連携拠点病院には、がん患者・家族を含む府民にがんに関する情報を  

提供し、がんに対する悩みや相談に応じる「相談支援センター」が設置されています。こ  

うした相談支援機能は、府民にとって身近な存在である必要があることから、大阪府とし  
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ては、すべての二次医療圏に相談支援機能が複数設置されることを大阪府がん対策推進計  

画における目標としています。  

このようなことから、俳常に多いがん患者（人口）に対応すべくがん診療連携拠点病院  
の絶対数を増やす必要があり、大阪府がん対策推進計画に墨っき、がん医療の均てん化を  
図り、府の重視する緩和ケア、相談支援・情報提供を推進するため、地域がん診療連携拠  
点病院として追加推薦するものです。  

表1都道府県及び大阪府二次医療圏と人口数  

都道府県名   人  口   がん診療達‡莞   

＜大阪府二次医療圏名＞  拠点病院数  

京都府   2，638，510   8   

＜大阪市二次医療圏＞   2，516，543   4   

潟県   2，407，430   8  

秋田県   1，121，347   7   

＜北河内二次医療圏＞   1，182，416   

冨山県   1，105，312   8  

吉川県   1，006，329   5   

＜豊能二次医療圏＞   999，997   

＜泉州二次医療圏＞   925，162   

山梨県   87了，835   4   

左賀県   859，205   4   

＜中河内二次医療圏＞   831，092   

＜堺市二次医療圏＞   833，694   
‾ 

井県   816，198   5  

高知県   781，998   3  

＜≡島二次医療圏＞   736，969   

島根県   731，652   6   

＜南河内二次医療圏＞   644，429   

鳥取県   599，830   5   

※都道府県人口数は平成17年10月の推計値、二次医療圏の人口数は平成  

20年3月現在の住民基本台帳人口、がん診療連携拠点病院数は平成20年  

4月1日現在。  
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《参考》大阪府がん対策推進計画における個別目標  

○ 府は、地域がん診療連携拠点病院について、一定の人口規模、患者数がある二次   

医療圏については複数指定がなされることをめざします。  

○ 府は、5年以内に、すべてのがん診療に携わる医師が、緩和ケアについての基礎   

的な知識を習得できる研修等を実施します。  

○ 府は、すべての二次医療圏に、相談支援機能を5年以内に複数設置します。  

3 がん診療連携拠点病院における治療割合の向上について   

大阪府においては、がん診療連携拠点病院で主治療を受けている患者の割合は低くなっ  

ています。   

がん診療連携拠点病院は、専門的な知識と技能を有した医師等が配置され、集学的治療  
が実施されるなど、極めて高い診療体制が整備されています。こうしたがん診療連携拠点  

病院でがん患者が治療を受ける割合を高めることが、大阪府におけるがん死亡率の改善に  

寄与するものと考えます。   

こうした考え方を裏付けるものとして、国際基準を満たした手法で算出可能ながん登録  

データを有する山形県、福井県及び大阪府で、がん診療連携拠点病院における治療割合と  

75歳末満のがん年齢調整死亡率との関係を見ると、負の相関関係があります（表2参照）。  

すなわち、がん診療連携拠点病院における治療割合が高いほど年齢調整死亡率が低くなっ  

ており、大阪府は治療割合が低いために年齢調整死亡率が高くなっているとも考えられま  

す。  

表2 がん診療連携拠点病院における治療割合と  

75歳末満のがん年齢調整死亡率  

府県畠  がん診療連携拠点病  平成14年年齢調整  

院における治療割合  死亡率   

福井県   69．5％   81．7   

山形県   52．4％   89．0   

大阪府   24．8％   110．2   

※平成14－16年診断新発届出。上皮内がん、進行度不詳を除く。  

※厚生労働省科学研究費補助金がん臨床研究事業「がん患者の   

医療機関受診に関する動態調査」平成18年度総括報告書か   

ら引用。   
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がん診療連携拠点病院における治療割合の向上を図るため、国の定める「がん診療連携  

拠点病院の整備に関する指針」の要件を充足する病院の中から、それぞれの二次医療圏で  

がん医療の提供体制を整備する上で必要と認める医療機関を、新たにがん診療連携拠点病  

院として指定いただく必要があると考えるものです。  
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そこで、がん登録データより分析が可能であった9府県でがん診療連携拠点病院で主治  

療を受けた患者の割合は、大阪府を除き30．0～69．5％といずれも30％以上となってい  

ることや、府が推計した全国平均値29．7％を考慮し、今回はまず、各二次医療圏が全国  

平均を上回ることを目指して推薦病院を選定しました。  

図 主治療割合の向上と死亡率の改善のイメージ  

がん死⊂率の改善   

4 推薦病院について  

平成20年度の大阪府からの推薦病院は、平成14年度に府が創設した「大阪府がん診  

療拠点病院連絡協議会」において、現在指定を受けているがん診療連携拠点病院とともに  

創設時からの構成員であり、大阪府立成人病センターが平成19年度に設置した「大阪府  

がん診療連携協議会」においても引き続き構成員として参画しています。これまで、協議  

会活動等を通じ、5年生存率を含むがん診療成績の公開など、がん診療機能の矧ヒに協力  

してきました。，   

また、推薦病院は、特定機能病院であることに加え、がん診療連携拠点病院の指定要件  

を充足するよう、緩和ケア体制の整備をはじめ相談支援センターの設置、院内がん登録の  

充実等に取り組んできました。   

推薦病院が地域がん診療連携拠点病院として指定を受けることにより、現在指定を受け  

ているがん診療連携拠点病院と共に、圏域内のがん患者に対し標準的ながん医療を提供す  

るとともに、がん診療に携わる医師を対象とした緩和ケア研修などを実施します。   

このように、推薦病院が指定を受けると、現在指定を受けているがん診療連携拠点病院  

の負担が軽減され、質の高いがん診療連携拠点病院機能を発揮できることができます。   

さらに、推薦病院が特定機能病院でもあることから、高度■先進がん医療、最新のがん  

医療の提供、難治性がんに対する治療を行い、また、大学病院でもあることから、がん診  

療連携拠点病院に対しがん医療に携わる人材育成、派遣等の支援や力†んに関する研究を行  

うことにより、国土或内外のがん医療水準の向上に大きく寄与します。  
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加えて、大阪府立成人病センターを含めたオンコロジーセンターネットワークの形成に  
ょり、がんの高度・先進医療を府城全体に提供する体制を構築することができますD  

5 まとめ   

大阪府では、全国に先駆けてすべての二次医療圏にがん診療連携拠点病院を配置しまし  
た。また、これまで、がんを中心とした生活習慣病に関する専門施設である大阪府立成人  
病センターの開設、大阪府がん登録の実施、禁煙サポート技法の開発等たばこ対策の実施  
など先導的な力†ん対策の取組みを行ってきました0   

しかしながら、依然として大阪府のがんをめぐる状況は深刻です0  
そのため、二次医療圏に1箇所配置しているがん診療連携拠点病院に加え、これらの病  

院と協働・支援するがん診療連携拠点病院となるオンコロジーセンターのネットワークを  

形成することにより、大阪府民に標準的治療のみならず高度・先進医療も提供できる府の  
めざすがん診療連携体制を構築し、府のみならず広くがん医療水準の向上に寄与して割＼  
ります。  

図 特定機能病院である大学病院の指定メリット  

人材育成・派遣  

がん研究  

高度・先進医療  

最新医療  

難治性がん治療   

標準的治療  

緩和ケア研修  

相談支援センター  

U  

王コァ  
大阪府のがん医療水準の向上に寄与  
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平成20年度がん診療連携拠点病院  

大阪府追加推薦意見書  

平成21年1月9日  

大阪府健康福祉部保健医療室  
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がん診療連携拠点病院の推薦について   

大阪府では、大阪府がん対策推進計画に墨っき、本府のがんをめぐる状況を早期に改善  

するとともに、緩和ケアや相談支援・情報提供を推進するため、大阪府におけるがん診療  

の質の向上及びがん診療の連携協力体制の整備がより一層図られるものとして、4病院を  

新たに地域がん診療連携拠点病院として推薦しました。   

以下、推薦意見書を補足します。   

国際基準を満たした手法で算出可能ながん登録データを有する山形県、福井県及び大阪  

府で、がん診療連携拠点病院における治療割合と75歳末満のがん年齢調整死亡率との関  

係を見ると、負の相関関係があります。   

がん死亡率の改善を図るため、がん診療連携拠点病院における治療割合を高めることが  

必要と考えられ、がん診療連携拠点病院の指定による患者数は1．3倍に増加した実績が  

あることから、う回推薦した4病院が指定を受けた後のがん診療連携拠点病院での主治療  

を受ける割合は次表のとおりとなります。  

がん診療連携  指定後   

拠点病院数   年のがん登録データ）  

大阪市二次医療圏   4→5   24．0％   33．4％   

豊能二次医療圏   1→2   22．5％   31．3％   

三島二次医療圏   1→2   11．5％   30．0％   

北河内二次医療圏   1一→1   26．1％   28．7％   

中河内二次医療圏   1－→1   33．7％   39．5％   

南河内二次医療圏   1→2   20．5％   49．3％   

堺市二次医療圏   1→1   17．8％   37．5％   

泉州二次医療圏   1－→1   31．8％   43．6％   

大阪府全体   11－ナ15   23．6％   34．6％  

このように指定を受けることにより、がん診療連携拠点病院の主治療割合が11ポイン  

ト高くなり、その結果、年齢調整死⊂率の改善が見込まれます。   

また、大阪府のがん対策推進計画においては、5年以内に、すべてのがん診療に携わる  

医師が研修等により緩和ケアに関する基本的な知識を取得することとしています。   

大阪府におけるがん診療に携わる医師は約16，000人（府内医師総数約20，000人の  

8割）と推計されます。一つのがん診療連携拠点病院が実施する研修会の受講者数は、年  

間約250人（国のプログラムに準拠した研修で50人、その他の研修で200人）です。  

計画期間の残り4年間で、現在の11のがん診療連携拠点病院が研修会を実施しても、総  

数11，000人程度しか受講できず、府のがん対策推進計画の目標を達成するには不十分で  

す。   
今回追加で地域がん診療連携拠点病院として推薦をした4病院を加えた15の病院が研  

修を行うとすると、残り4年間で15，000人程度まで受講することができ、目標達成の目  

処が立つものと考えています。  
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人口  
二次医療圏数  

：約86了万人  
： 8  27大 阪 府  

都道府県拠点   地域拠点   

新規申請   0   4   

既指定病院  匂   10   
計   1   14   

＞合計：15  

【新規申請病院】  

大阪市立大学医学部附属病院  

地域がん診療連携拠点病院  

1，005床  

4，188人（29％）／年  

11，073人／年  

201件／2か月  

686人／年  

2，131回／2か月  

241人／2か月  

727件／2か月  

299人／2か月  

1，069件／2か月  

13件／2か月  

2056件／2か月（1日件／2か月）  

20件／2か月  

指針に定める必須要件の整備が行われている。  

申請区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性腫瘍手術総数  

放射線治療（：体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依植件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件数  

指定要件の充足度  

大阪大学医学部附属病院  

地域がん診療連携拠点病院  

1，076床  

5．339人（32％）／年  

144，834人／年  

227件／2か月  

616人／年  

1，689回／2か月  

337人／2か月  

1，505件／2か月  

355人／2か月  

1，111件／2か月  

9件／2か月  
1692件／2か月（145件／2か月）  

38件／2か月  

指針に定める必須要件の整備が行われている。  

申請区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性腫瘍手術総数   

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチ一本新規依頼件数  
病理診断件数（迅速検査件数）  
相談享援センター相談件数  

指定要件の充足度  

大阪医科大学医学部附属病院  

地域がん診療連携拠点病院  

967床  

4，820人（33％）／年  

117，581人／年  

238件／2か月  
714人／年  

2，573回／2か月  
234人／2か月  

572件／2か月  

526人／2か月  

881件／2か月  

17件／2か月  

1916件／2か月（153件／2か月）  

647件／2か月  

指針に定める必須要件の整備が行われている。  

申請区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者廷数  
悪性腫瘍手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依索引牛数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件数  

指定要件の充足度  
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近畿大学医学部附属病院  

地域がん診療連携拠点病院  

998床  

6，33了人（32％）／年  

62，469人／年  

57了件／2か月  

743人／年  

3，049回／2か月  

50人／2か月  

100件／2か月  

150人／2か月  

300件／2か月  

18件／2か月  

2123件／2か月（75件／2か月）  

13了件／2か月  

・指針に定める必須要件の整備が行われている。  

申請区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数仁占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性腫瘍手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回準〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチ一斗新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件数  

指定要件の充足度  

【参考：既指定病院】  

大阪府立成人病センター  

都道府県がん診療連携拠点病院  

500庚  

6，91了人（了8％）／年  

178，551人／年  

493件／2か月  
1，柑7人／年  

5，039回／2か月  

3了7人／2か月  

1，211件／2か月  

487人／2か月  

1，647件／2か月  

17件／2か月  

20了1件／2か月（47射牛／2ふ月）  

832件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数  

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

衰性痘痕手術絵数  
放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日弊〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件数  

市立豊中病院  

地域がん診療連携拠点病院  

613床  

3，296人（20％）／年  

1，003人／年  

180件／2か月  

2了3人／年  

1，079回／2か月  

38人／2か月  

408件／2か月  

658人／2か月  

723件／2か月  

11件／2か月  

1202件／2か月（51件／2か月）  

145件／2か月   

区分  

病年数  

新入院がん患者数   

（新入院患者掛こ占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性時瘍手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  

相談支援センター相談件数  
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高槻赤十字病院  

地域がん診療連携拠点病院  
446床  

1，579人（21％）／年  

23，605人／年  

100件／2か月  

0人／年  

0回／2か月  

91人／2か月  

279件／2か月  

96人／2か月  

274件／2か月  

25件／2か月  
348件／2か月（22件／2か月）  

60件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性腫痛手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数  
病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件数  

星ケ丘厚生年金病院  

地域がん診療連携拠点病院  

604床  

1，3了7人（19％）／年  

1，389人／年  
59件／2か月  

135人／年  

421回／2か月  

68人／2か月  

188件／2か月  

61人／2か月  

174件／2か月  

15件／2か月  

578件／2か月（17件／2か月）  

58件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  
悪性腫痛手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件数  

東大阪市立総合病院  

地域がん診療連携拠点病院  

573床  

2，442人（21％）／年  

40，812人／年  

151件／2か月  

222人／年  

781回／2か月  

255人／2か月  

286件／2か月  

534人／2か月  

597件／2か月  

42件／2か月  

1139件／2か月（24件／2か月）  

63件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数   
（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性腫瘍手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数   

病理診断件数（迅速検査件数）  

相談支援センター相談件数  
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大阪南医療センター  
地域がん診療連携拠点病院  

520床  

2，313人（23％）／年  

7，901人／年  

135件／2か月  

125人／年  

1，173回／2か月  

了4人／2か月  

488件／2か月  

53人／2か月  

104件／2か月  

18件／2か月  

912件／2か月（叩牛／2か月）  

93件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性腫瘍手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  
〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件数  

（独）労働者健康福祉植構 大阪労災病院  

地域がん診療連携拠点病院  

734床  

3，538人（21％）／年  

77．438人／年  

103件／2か月  

355人／年  

2，98年回／2か月  

143人／2か月  

196件／2か月  

282人／2か月  

828 
27件イ2か月  

1785件／2か月（90件／2か月）  

329件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性腫痛手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  
〔のべ処方目数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依葺削牛数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件数  

市立岸和田病院  

地域がん診療連携拠点病院  

400床  

2，056人（24％）／年  

4，674〈／年  

88件／2か月  
269人／年  
863回／2か月  

127人／2か月  

306件／2か月  
283人／2か月  

696件／2か月  

12件／2か月  

885件／2か月（64件／2か月）  

8件／2か月   

区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数仁占める割合）  

外来がん患者延翠  

悪性腫瘍手術総数  
放射線治療（体外照射）〔患者真数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  
〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  
〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件数  
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大阪市立総合医療センター  

地域がん診療連携拠点病院  

1，063床  

5，088人（27％）／年  

94，145人／年  

221件／2か月  
513人／年  

4，040回／2か月  

246人／2か月  
92了件／2か月  

339人／2か月  

1．053件／2か月  

21件／2か月  

1704件／2か月（133件／2か月）  

114件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性腫瘍手術総数  
放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  
化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  

相談支援センター相談件数  

大阪赤十字病院  

地域がん診療連携拠点病院  

1，021床  

1，242人（14％）／年  

43，240人／年  

337件／2か月  
465人／年  

1，528回／2か月  

459人／2か月  

1，311件／2か月  

417人／2か月  

3，059件／2か月  

18件／2か月  

2321件／2か月（144件／2か月）  

193件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数   
（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性腫瘍手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  
相談支援センター相談件数  

大阪府立急性期・総合医療センター  

地域がん診療連携拠点病院  

768床  

4，309人（27％）／年  

42，123人／年  

163件／2か月  

252人／年  

1，171回／2か月  

40人／2か月  

265件／2か月  

154人／2か月  

560件／2か月  

7件／2か月  

1137件／2か月（64件／2か月）  

56件／2か月  

区分  

病床数  

新入院がん患者数   

（新入院患者数に占める割合）  

外来がん患者延数  

悪性腫痛手術総数  

放射線治療（体外照射）〔患者実数〕  

〔照射回数〕  

化学療法総数（入院）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

化学療法総数（外来）〔のべ患者数〕  

〔のべ処方日数〕  

緩和ケアチーム新規依頼件数  

病理診断件数（迅速検査件数）  

相談支援センター相談件数  
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